
2024-25年度 
奉仕プロジェクトリーグ研究会

― 世界ポリオデー2820 ―

国際ロータリー第2820地区

社会奉仕総括委員長 關本淳一（土浦RC）

大髙ガバナー作成のロータリー研究会用資料
を拝借して使用させていただいております。



ウォークラリー
14：40 開始

各クラブごとにポリオTシャツを着用し推奨ルートを頼りに
幟旗（各クラブ 1本+α）を持ちながら笠間市内を練り歩きます

神社～イオン方面 2.3ｋｍ 31分
神社～笠間駅方面 3.2ｋｍ 45分（最長区間）
神社～日動美術館方面 2.4ｋｍ 33分
神社～市民体育館方面 2.5ｋｍ 35分
（歩道を歩いてください）

15：40 笠間稲荷神社に戻り閉会セレモニー

大髙ガバナー作成のロータリー
研究会用資料を拝借して使用さ
せていただいております。



3

地区イベントにご協力ください

世界ポリオデー 2820
～ポリオのない世界まであと少し、より大きなインパクトをもたらす～

ポリオ根絶に向けて「茨城がひとつに」
日時：2024年10／27（日）PM

  場所：笠間稲荷神社

参加者：ロータリーファミリー 600人規模以上

各クラブ：10人

企画：青少年奉仕委員会 おそろいの赤いTシャツ着用
1枚2500円 地区が受付ます
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ポリオ根絶に向けて「茨城が一つに」をテーマに、ロータリーファミリー
と共に600名を超える規模で「世界ポリオデー2820」を開催しました。
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① 準 備
企 画
青少年奉仕委員会を中心に、ポリオ根絶をテーマとし、インパクトのある
場所での開催を通じて、公共イメージの向上を図る地区統一イベントを目指しまし
た。

テーマ設定
「世界ポリオデー2820 」において掲げたテーマ「茨城がひとつに」は、地区全体
の連携を強化する重要な取り組みとなりました。
このテーマのもと、従来バラバラに行われていた根絶活動を一つにまとめ、クラブ
や分区を超えた協力体制を築くことができました。

これにより、ロータリーの精神がさらに地域に浸透し、ポリオ根絶への結束を強め
る象徴的なイベントとなりました。
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① 準 備 
広報と呼びかけ
各クラブを通じてロータリーファミリーに参加を呼びかけ、統一デザインの赤いT
シャツ「END POLIO NOW」を活用してポリオ根絶活動の視覚的アピールを行い
ました。
また、ポスターやSNSを用いた広報活動を積極的に実施するとともに、ガバナー
公式訪問時にもイベントPRを行い、多くのクラブメンバーに参加を促しました。

会場準備
開催地である笠間RCの皆さまの多大なるご協力をいただき、笠間稲荷神社内の会場
設営や安全対策を万全に整え、イベントがスムーズに進行するよう準備を進めまし
た。
ウォークラリーの4つのコース設計についても、参加者全員が安心して楽しめるよ
う、細部まで丁寧に検討を重ねました。
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② 動 員
参加者数

各クラブ10人を呼び掛けた結果、約620名のロータリーファミリーが参加し、
地区全体が一体となって活動を行いました。

ボランティア

各クラブからのボランティア（米山奨学生・ローターアクト・インターアクト）が
ブースや募金活動に参加し、案内や運営をサポート、次世代を担う若い世代も積極
的に参加しました。
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③ 成 果
募金結果
総額：1,450,000円（募金：445,500円、Tシャツ販売収益：1,004,500円）
この資金は全額「ポリオプラス基金」に寄付され、約72,500人分のワクチン接種
に相当します。

意識向上
赤いTシャツを着用して行われたウォークラリーや笠間稲荷神社での啓発活動を通
じて、多くの参加者が一体感を持ち、ポリオ根絶への熱意を地域社会に広めること
ができました。特に、笠間稲荷門前通りの商店街や地域住民、そして菊祭り見学者
や参拝者にもポリオ根絶の重要性を伝える貴重な機会となり、地域との連携を深め

る一助となりました。

これにより、ロータリーの活動がさらに地域に浸透し、ポリオ根絶への結束を強め
る象徴的なイベントとなりました。
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④ 次への展望

「茨城がひとつに」

地区全体での取り組みを継続する（継続年度事業とす
る）、「END POLIO NOW」を合言葉に、今後もポリ
オ根絶に向けた活動を続け、次世代へ活動の意義を伝
えていきます。
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ロータリーのマジックで
行動計画を前進させましょう

Show me the magic again

ご清聴ありがとうございました
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